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1

イ
ラ
ク
戦
争
後
の
中
東

１
　
ア
メ
リ
カ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
と
中
東

中
東
地
域
は
、
政
治
的
な
緊
張
や
紛
争
の
絶
え
な
い
地
域
で
あ
り
、
政
治
面
で
は
変
化
の
激
し
い
地
域
で
あ
る
。
多
様
で
複
雑
な

民
族
・
宗
教
の
構
成
、
未
解
決
の
国
境
問
題
や
領
土
紛
争
、
政
治
体
制
の
相
違
や
経
済
格
差
が
生
み
出
す
軋
轢
、
そ
し
て
強
権
的
な

政
治
体
制
へ
の
不
満
な
ど
、
中
東
に
は
緊
張
や
紛
争
の
種
は
多
い
。
加
え
て
、
中
東
地
域
全
体
を
覆
っ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
人

口
増
加
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
構
造
的
な
問
題
も
、
政
治
に
さ
ま
ざ
ま
な
圧
力
を
加
え
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
東
で
は
、
紛
争
や
戦
争
が
引
き
金
と
な
っ
て
政
治
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
大
き
な
変
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が

多
い
。
二
○
○
一
年
九
月
の
同
時
多
発
テ
ロ
と
そ
の
後
の
米
軍
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
や
イ
ラ
ク
戦
争
は
、
戦
場
と
な
っ
た

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
だ
け
で
は
な
く
中
東
全
域
に
も
強
い
影
響
を
与
え
、
こ
の
地
域
に
政
治
的
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

中
東
全
体
を
み
る
と
き
、
二
○
○
三
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
を
経
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
イ
ラ

ク
戦
争
を
経
て
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
・
政
治
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
大
幅
に
強
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
は
湾
岸
地
域
を
中
心
に
中
東
地
域
で
大

き
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
産
油
地
域
で
あ
る
湾
岸
地
域
の

安
全
保
障
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

同
時
多
発
テ
ロ
が
起
こ
る
ま
で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
、
湾
岸
地
域
で
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
五
○
○
○
人

の
兵
力
を
展
開
し
、
バ
ハ
レ
ー
ン
を
第
五
艦
隊
の
拠
点
と
し
一
四
○
○
人
の
兵
力
を
駐
留
さ
せ
、
カ
タ
ル
に
は
兵
器
の
集
積
所
を
も



序　章　イラク戦争後の中東と本書

3

っ
て
い
た
。
米
軍
の
湾
岸
地
域
で
の
総
兵
力
は
海
上
に
展
開
し
た
艦
隊
の
兵
力
を
含
め
て
も
一
万
数
千
人
程
度
の
兵
力
で
あ
っ
た
。

イ
ラ
ク
戦
争
を
経
て
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
飛
躍
的
に
強
化
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
二
○
○
五
年
に
は
イ
ラ
ク
に

約
一
六
万
人
（
十
月
）
の
兵
力
を
保
持
し
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
二
万
五
○
○
○
人
を
展
開
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
バ
ハ
レ
ー
ン
の
第
五

艦
隊
を
維
持
し
カ
タ
ル
の
基
地
を
強
化
し
、
五
○
○
人
程
度
と
数
は
大
幅
に
減
少
し
た
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
も
訓
練
要
員
を
配
置

し
て
い
る
。
ま
た
、
湾
岸
か
ら
は
離
れ
る
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
も
一
万
人
近
く
の
兵
力
を
展
開
し
て
い
る
。
湾
岸
地
域
に
配
置

し
て
い
る
兵
力
は
二
○
万
人
近
く
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
湾
岸
地
域
で
は
多
く
の
国
が
米
軍
の
駐
留
を
受
け
入
れ
る
か
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
協
力
協
定
を
維
持

し
有
事
の
際
の
基
地
の
使
用
を
認
め
て
い
る
。
米
軍
を
拒
否
し
て
い
る
の
は
イ
ラ
ン
の
み
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
戦
争
を
経
て
湾
岸
地
域

で
は
米
軍
の
圧
倒
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

強
大
な
軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
背
景
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
湾
岸
地
域
を
中
心
に
中
東
全
域
で
も
、
大
き
な
政
治
的
影
響
力
を
及

ぼ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
政
治
的
影
響
力
は
各
国
の
な
か
に
は
浸
透
し
て
い
か
ず
、
民
主
化
問
題
な
ど
の
内
政
面

に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
強
化
に
伴
っ
て
、
各
国
の

国
民
の
間
で
嫌
米
・
反
米
機
運
が
高
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
中
東
政
策
や
圧
力
に
反
対
す
る
世
論
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
戦
争
や
イ
ラ
ク
戦
争
、
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
強
ま
り
は
、
中
東
各

国
の
国
民
の
間
で
、
と
り
わ
け
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
国
民
の
間
で
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
反
感
を
強
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
と

は
、
中
東
の
政
治
的
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
各
国
政
府
の
対
米
関
係
の
舵
取
り
を
難
し
く
し
、
ま
た
、
中
東
全
域
で
イ
ス
ラ

ー
ム
系
政
治
勢
力
の
影
響
力
を
強
め
る
な
ど
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
二
○
○
二
年
以
降
に
各
国
で
行
わ
れ
た
議
会
選
挙
の
結

果
が
、
同
時
多
発
テ
ロ
後
の
中
東
の
政
治
の
方
向
性
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

二
○
○
二
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
ト
ル
コ
の
国
会
選
挙
で
は
親
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
の
公
正
発
展
党
が
総
議
席
の
三
分
の
二
を
占
め
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圧
勝
し
た
。
一
九
九
九
年
の
国
会
選
挙
で
は
親
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
の
福
祉
党
は
総
議
席
の
二
○
％
し
か
確
保
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

新
政
党
で
あ
る
公
正
発
展
党
の
圧
勝
ぶ
り
が
目
立
っ
た
。
イ
ラ
ン
で
は
二
○
○
四
年
二
月
（
第
二
回
投
票
は
五
月
）
の
議
会
選
挙
で
保
守

派
が
票
を
伸
ば
し
総
議
席
の
三
分
の
二
以
上
を
占
め
圧
勝
し
、
二
○
○
五
年
六
月
の
大
統
領
選
挙
で
は
革
命
強
硬
派
（
保
守
強
硬
派
）

の
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
が
六
○
％
を
超
え
る
得
票
率
（
第
二
回
投
票
）
で
新
大
統
領
に
当
選
し
た
。

イ
ラ
ク
で
は
、
二
○
○
五
年
一
月
に
行
わ
れ
た
国
民
議
会
選
挙
お
よ
び
十
二
月
の
イ
ラ
ク
国
民
議
会
選
挙
（
本
格
議
会
）
で
、
シ
ー

ア
派
が
中
心
で
は
あ
る
が
イ
ス
ラ
ー
ム
系
政
党
が
多
数
派
を
制
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二
○
○
五
年
に
行
わ
れ
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の

地
方
評
議
会
選
挙
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
系
候
補
が
圧
勝
し
、
エ
ジ
プ
ト
の
議
会
選
挙
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
の
ム
ス
リ
ム
同
胞
団

系
の
議
員
が
大
幅
に
議
席
を
伸
ば
し
総
議
席
の
二
○
％
を
占
め
た
。
さ
ら
に
、
二
○
○
六
年
一
月
の
パ
レ
ス
チ
ナ
の
議
会
選
挙
で
は

イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
の
ハ
マ
ー
ス
（
イ
ス
ラ
ー
ム
抵
抗
運
動
）
が
総
議
席
の
五
六
％
を
占
め
過
半
数
を
制
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
時
多
発
テ
ロ
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
戦
争
後
に
中
東
で
行
わ
れ
た
選
挙
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
系
勢
力
が
大
幅

に
議
席
を
伸
ば
し
て
い
る
。
そ
の
傾
向
は
イ
ラ
ク
戦
争
を
経
て
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
戦
争
や
イ
ラ
ク
戦

争
に
よ
り
、
中
東
で
嫌
米
・
反
米
機
運
が
高
ま
り
、
そ
の
な
か
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
系
勢
力
に
国
民
の
支
持
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。九

・
一
一
は
ア
メ
リ
カ
の
世
論
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
イ
ラ
ク
戦
争
に
向
か
う
政
治
の
流
れ
を
作
り
、
戦
後
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
が
「
拡
大
中
東
民
主
化
構
想
」
を
打
ち
出
す
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
は
安
全
保
障
の
み
な
ら
ず
政
治
面
で
も
中
東
へ
の
関
与
を
強
め
る
姿

勢
を
示
し
て
き
た
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
東
で
は
嫌
米
・
反
米
機
運
が
強
ま
り
、
そ
の
こ
と
が
中
東
で
の
ア
メ
リ

カ
の
影
響
力
を
制
約
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
か
で
も
民
主
化
構
想
に
関
し
て
は
、
中
東
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
民
主
化
の
押
し
つ
け
と
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

強
い
反
発
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
民
主
化
構
想
自
体
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
系
政
治
勢
力
の
影
響
力
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の
拡
大
に
つ
な
が
る
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
が
意
図
す
る
世
俗
的
民
主
化

―
つ
ま
り
西
欧
型
の
宗
教
と
は
離
れ
た
民
主
化

―
と
は
逆

な
方
向
へ
の
流
れ
が
続
い
て
い
る
。「
民
主
的
」
な
手
続
き
に
従
っ
て
選
挙
を
実
施
す
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
系
の
政
治
勢
力
が
議
席
を

伸
ば
す
結
果
と
な
る
。
意
図
し
た
方
向
に
は
流
れ
て
い
か
な
い
中
東
の
現
実
に
直
面
し
、
ア
メ
リ
カ
の
政
界
と
世
論
の
間
に
は
戸
惑

い
が
強
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ラ
ク
戦
争
を
契
機
に
し
て
原
油
価
格
が
高
値
に
向
か
い
は
じ
め
、
世
界
は
、
原
油
価
格
の
高
騰
と
い
う
厄
介
な
問
題
に
も

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
原
油
価
格
は
二
○
○
五
年
夏
に
は
一
バ
レ
ル
七
○
ド
ル
近
く
ま
で
上
昇
し
（
米
Ｗ
Ｔ
Ｉ
原

油
）、
史
上
最
高
値
を
記
録
し
た
。
か
つ
て
、
原
油
価
格
は
一
九
九
○
年
代
後
半
の
ア
ジ
ア
の
通
貨
危
機
を
契
機
に
し
て
値
下
が
り
し
、

一
九
九
八
〜
九
九
年
に
は
一
一
ド
ル
台
ま
で
下
が
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
の
価
格
と
比
べ
れ
ば
六
倍
以
上
に
上
昇
し
た
こ
と
に
な
る
。

原
油
価
格
高
騰
の
背
景
に
は
、
中
国
や
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
世
界
的
に
原
油
需
要
が
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
産
油
国
の
供
給
能

力
が
増
え
な
い
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
消
費
国
に
お
け
る
製
油
所
の
精
製
能
力
に
限
界
が
あ
り
比
較
的
供
給
面
で
余
裕
の
あ
る
重
質
油

の
処
理
量
を
増
や
せ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
に
加
え
て
、
イ
ラ
ク
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
の
産
油

国
の
政
情
不
安
が
供
給
の
不
安
に
つ
な
が
り
、
原
油
価
格
を
押
し
上
げ
て
き
た
側
面
も
無
視
で
き
な
い
。
ま
た
、
産
油
国
の
供
給
能

力
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
で
巨
大
な
原
油
埋
蔵
量
を
も
つ
イ
ラ
ク
で
の
油
田
開
発
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
イ
ラ
ク

の
混
乱
で
、
イ
ラ
ク
に
お
け
る
油
田
や
原
油
生
産
施
設
の
再
建
・
新
規
開
発
が
進
ま
な
い
こ
と
も
原
油
価
格
の
動
向
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
原
油
価
格
の
高
騰
は
、
日
本
を
は
じ
め
と
し
た
各
国
の
経
済
と
暮
ら
し
に
影
響
を
与
え
、
原
油
面
か
ら
も
中
東
情

勢
へ
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
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２
　
各
国
の
動
向

イ
ラ
ク
で
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
で
サ
ッ
ダ
ー
ム
・
フ
セ
イ
ン
政
権
の
下
に
あ
っ
た
旧
国
家
が
崩
壊
し
、
そ
の
後
、
二
○
○
五
年
に
は

憲
法
が
制
定
さ
れ
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
し
い
国
家
体
制
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
強
権
的
な
フ
セ
イ
ン
政
権
の
た
が

が
外
れ
、
イ
ラ
ク
を
構
成
す
る
シ
ー
ア
派
住
民
、
ス
ン
ナ
派
住
民
、
ク
ル
ド
人
の
間
で
の
亀
裂
が
表
面
化
し
、
政
治
的
対
立
が
続
い

て
い
る
。
さ
ら
に
、
ス
ン
ナ
派
武
装
勢
力
や
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
系
の
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
に
よ
る
、
米
軍
、
政
府
機
関
や
シ
ー
ア
派

住
民
に
向
け
ら
れ
た
攻
撃
が
止
ま
ず
、
混
乱
が
続
い
て
い
る
。
政
治
的
対
立
や
武
装
勢
力
・
過
激
派
の
攻
撃
は
、
イ
ラ
ク
の
国
家
再

建
の
行
方
を
不
透
明
に
し
て
い
る
。
イ
ラ
ク
戦
争
や
戦
後
の
イ
ラ
ク
の
混
乱
は
、
周
辺
地
域
の
み
な
ら
ず
中
東
全
域
に
も
強
い
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
、
た
だ
で
さ
え
不
安
定
な
中
東
情
勢
を
い
っ
そ
う
不
安
定
に
し
た
。
イ
ラ
ク
情
勢
の
帰
趨
は
、
中
東
の
将
来
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
よ
う
。

変
動
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
の
は
イ
ラ
ク
だ
け
で
は
な
い
。
同
じ
湾
岸
地
域
に
あ
る
イ
ラ
ン
で
は
、
二
○
○
四
年
二
月
の
国
会

選
挙
で
保
守
派
が
議
席
の
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
二
○
○
五
年
六
月
の
大
統
領
選
挙
で
は
テ
ヘ
ラ
ン
市
長
だ
っ
た
革
命
強
硬

派
の
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
が
新
大
統
領
と
し
て
選
ば
れ
た
。
イ
ラ
ン
の
政
治
は
ハ
ー
タ
ミ
ー
前
大
統
領
の
改
革
路
線
か
ら
大
き

く
舵
を
切
り
替
え
る
こ
と
と
な
り
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
大
統
領
の
下
で
の
内
政
・
外
交
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
九
・
一
一
後
の
米
軍
の
攻
撃
で
タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
府
が
倒
れ
、
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
の
下
で
国
家
再
建
の
道

を
歩
み
は
じ
め
て
い
る
。
二
○
○
五
年
に
は
三
十
六
年
ぶ
り
の
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
国
内
の
政
治
と
治
安
は
ま
だ

安
定
せ
ず
、
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
の
活
動
も
終
息
し
な
い
で
い
る
。
湾
岸
の
南
に
位
置
す
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
前

後
か
ら
、
知
識
人
な
ど
の
間
か
ら
民
主
化
を
要
求
す
る
動
き
が
起
こ
り
、
ま
た
、
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
系
の
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
に
よ

る
テ
ロ
も
続
き
、
世
界
最
大
の
原
油
供
給
国
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。
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目
を
地
中
海
方
面
に
移
す
と
、
そ
こ
で
も
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
一
九
四
八
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
以
来
、
イ
ス
ラ

エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
間
の
紛
争
は
ア
ラ
ブ
諸
国
や
ア
メ
リ
カ
・
旧
ソ
連
な
ど
を
巻
き
込
ん
で
長
年
に
わ
た
り
続
き
、
中
東
地
域
の
政

治
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
。
紛
争
の
解
決
を
め
ぐ
る
動
き
は
「
中
東
和
平
」
問
題
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
解

決
に
向
か
う
動
き
が
出
る
と
潰
れ
の
繰
り
返
し
で
、
期
待
と
失
望
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。
そ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争

で
も
変
化
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
、
二
○
○
四
年
に
シ
ャ
ロ
ン
首
相
の
下
の
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
が
、
ガ
ザ
地
域
か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
入

植
地
の
撤
去
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
あ
り
、
実
際
に
、
二
○
○
五
年
八
月
に
ガ
ザ
の
入
植
地
が
撤
去
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ユ

ダ
ヤ
人
入
植
地
は
西
岸
と
ガ
ザ
に
あ
り
、「
中
東
和
平
」
を
進
め
る
上
で
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
き
た
。
今
回
の
入
植
地
の
撤
去
は
ガ

ザ
だ
け
で
あ
り
、
ま
た
、
入
植
地
の
撤
去
の
後
も
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
間
で
は
対
立
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
エ

ル
政
府
が
政
策
を
転
換
し
、
ガ
ザ
か
ら
の
入
植
地
の
撤
去
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、「
中
東
和
平
」
が
前
進
す
る
の
で
は
と
の

期
待
が
再
び
高
ま
っ
た
。

ト
ル
コ
で
は
二
○
○
二
年
十
一
月
の
総
選
挙
で
イ
ス
ラ
ー
ム
系
政
党
が
政
権
を
と
っ
た
が
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
際
し
米
軍
の
領
土
通

過
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
対
米
関
係
が
冷
却
化
す
る
な
ど
、
国
境
を
接
す
る
イ
ラ
ク
を
め
ぐ
る
動
き
は
内
政
外
交
に
強
い
影
響
を
与

え
て
い
る
。
レ
バ
ノ
ン
、
シ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
も
、
九
・
一
一
後
の
一
連
の
出
来
事
で
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
シ
リ
ア
の
レ
バ
ノ
ン
支

配
へ
の
批
判
が
高
ま
る
な
か
で
二
○
○
五
年
に
は
シ
リ
ア
は
そ
の
軍
隊
の
レ
バ
ノ
ン
撤
退
に
追
い
込
ま
れ
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
二
○
○
五

年
末
の
総
選
挙
で
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
の
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
系
の
候
補
者
が
多
数
当
選
し
議
席
の
二
割
近
く
を
占
め
る
な
ど
、
各

国
の
内
政
外
交
で
は
大
き
な
影
響
が
現
れ
て
い
る
。

九
・
一
一
か
ら
イ
ラ
ク
戦
争
に
か
け
て
の
一
連
の
動
き
の
な
か
で
、
中
東
の
各
国
は
大
き
な
影
響
を
受
け
、
中
東
地
域
の
政
治
に

は
大
き
な
変
化
が
現
れ
て
い
る
。
イ
ラ
ク
は
、
ま
だ
安
定
と
は
ほ
ど
遠
い
状
態
で
あ
る
。
中
東
和
平
問
題
に
は
解
決
に
向
け
た
兆
し

も
み
え
る
が
、
見
通
し
は
、
ま
だ
ま
だ
不
透
明
で
あ
る
。
レ
バ
ノ
ン
で
は
民
主
化
の
動
き
が
出
て
い
る
が
、
エ
ジ
プ
ト
や
パ
レ
ス
チ
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ナ
な
ど
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
系
政
治
勢
力
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
る
。
変
化
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
流
れ
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
、
期
待
と
不
安
が
交
錯
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

2

本
書
の
企
画
と
構
成

本
書
は
以
上
の
よ
う
に
、
イ
ラ
ク
戦
争
後
、
大
き
な
変
動
の
波
に
洗
わ
れ
て
い
る
中
東
情
勢
を
検
討
す
る
目
的
で
、
日
本
貿
易
振

興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
調
査
研
究
事
業
（
二
○
○
四
―
○
五
年
度
に
実
施
し
た
「
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
二
期
目
の
ア
メ
リ
カ
の
中
東
政
策
と

中
東
の
対
応
」
研
究
会
）
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
中
東
地
域
は
大
き
な
構
造
的
変
動
の
渦
中
に
あ
り
、
そ
し
て
、
日
本

で
は
九
・
一
一
後
、
中
東
へ
の
関
心
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
た
。
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
現
代
の
中
東
地
域
に
関
す
る
調
査
研
究

に
携
わ
っ
て
い
る
専
門
家
を
動
員
し
、
中
東
の
現
状
を
分
析
し
、
中
東
の
動
向
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
の

思
い
か
ら
企
画
を
進
め
た
の
で
あ
っ
た
。

調
査
研
究
の
実
施
に
際
し
て
は
、
中
東
の
変
化
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
し
よ
う
と
の
考
え
か
ら
、
大
学
や
外
部
の
研
究
所
で
中
東

の
研
究
を
し
て
い
る
研
究
者
の
方
に
も
参
加
を
お
願
い
し
た
。
さ
ら
に
、
中
東
に
関
す
る
報
道
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
や
、

中
東
で
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
ア
ラ
ブ
人
研
究
者
に
も
原
稿
を
依
頼
し
た
。
各
執
筆
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

長
い
中
東
研
究
の
経
験
や
中
東
と
の
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
方
々
で
、
個
別
の
テ
ー
マ
や
国
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
、
最
新
の
情

報
に
基
づ
き
分
析
し
て
い
た
だ
い
た
。

本
書
は
、
十
一
の
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
は
じ
め
に
、
ア
メ
リ
カ
に
軸
足
を
置
い
て
、
中
東
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
章
を

二
つ
設
け
た
。
中
東
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
で
は
ア
メ
リ
カ
の
存
在
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
は
今
後
も
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中
東
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
か
ら
中
東
を
み
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
た
め
で
あ
る
。
二

つ
の
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
の
対
中
東
政
策
と
そ
の
中
東
政
策
に
影
響
を
与
え
る
世
論
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

続
い
て
、
中
東
の
動
き
に
焦
点
を
当
て
て
、
イ
ラ
ク
戦
争
後
の
中
東
の
動
向
を
分
析
し
た
。
九
・
一
一
後
の
中
東
の
政
治
で
は
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
影
響
力
も
強
ま
っ
て
い
る
が
、
第
３
章
で
ア

ル
＝
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
・
テ
レ
ビ
、
第
４
章
で
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
に
つ
い
て
取
り
上
げ
検
討
し
た
。
第
５
章
以
降
で
は
、
イ
ラ
ク
、

パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ン
な
ど
の
国
ご
と
に
章
を
設
け
、
各
国
の
分
析
に
充
て
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

国
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
知
識
を
用
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
各
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
、
イ
ス
ラ
ー
ム
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
動
き
と
あ
わ
せ
て
各
国
の
動
向
を
み
る
こ
と
で
、
中
東
の
大
き

な
流
れ
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
書
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
二
○
○
五
年
度
機
動
研
究
「
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
二
期
目
の
ア
メ
リ
カ
の
中
東
政
策
と
中
東
の
対
応
」

（
二
○
○
五
年
二
月
発
足
、http://w
w

w
.ide.go.jp/Japanese/R

esearch/P
roject/2005/301.htm

l

を
参
照
）
の
最
終
成
果
で
あ
る
。

同
研
究
の
成
果
原
稿
は
当
初
、
二
○
○
五
年
九
月
の
出
版
を
計
画
し
て
い
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
刊
行
が
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
早
く
に
原
稿
を
提
出
さ
れ
た
執
筆
者
に
は
原
稿
の
手
直
し
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
刊
行
の
遅
れ
は
、
ひ
と
え
に
研
究
会
の
主
査
で
あ
る
筆
者
の
責
め
に
帰
す
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
が
、
複
雑
な
中
東
情
勢
を
解

き
明
か
す
上
で
役
立
つ
一
冊
と
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。




